
壁取付パイプ
（収納用）

はしご本体

倒れ防止ベルト

●ベルトの結び方及び長さの調整

●バックルの外し方
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手すりスペーサー

手すりブラケット

手すり
取付けビス

ビスキャップ

フック

ビス用
スペーサー

フック
取付けビス

はしご本体

トラスビス

手すり六角ナット

スプリング
ワッシャ

下地桟なし 

下地桟

ロフト床面

木製はしご
FFL▽▽▽

アルミ製はしご
FFL▽▽▽

収納時 収納時

収納用パイプ

転倒防止ベルト

安全上の注意ラベル

滑り止め脚カバー

支柱

踏板

危険注意ラベル

手すり

収納用フック

昇降用パイプ・
収納用パイプ（兼用）
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収納用パイプ

転倒防止ベルト

安全上の注意ラベル

滑り止め脚カバー

支柱

踏板

危険注意ラベル

手すり

昇降用フック
収納用フック（兼用）

フック（左）

フック（右）

収納用フック

昇降用フック・
収納用フック（兼用）

昇降用パイプ・
収納用パイプ（兼用）

7尺用 2,100 2,030

8尺用 2,500 2,430

9尺用 2,700 2,630

10尺用 3,000 ー

品番 ロフト高（H） アルミ製パイプセット位置（h）

2,444

2,644

2,930

ー

木製パイプセット位置（h）

単位：㎜

7尺用 2,100 2,030

8尺用 2,500 2,430

9尺用 2,700 2,630

969

1,131

1,212

8

10

11

品番 A寸法

2,568

2,992

3,205

B寸法 段数ロフト高（H）昇降用パイプセット位置（h）

単位：㎜

8尺用 2,500 2,444

9尺用 2,700 2,644

10尺用 3,000 2,930

1,195

1,274

1,385

11

12

13

品番 A寸法

2,785

3,001

3,309

B寸法 段数ロフト高（H）昇降用兼収納用パイプセット位置（h）

2,710

2,920

3,230

収納用パイプ
セット位置（C）

単位：㎜
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360
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455

494
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安全上のご注意
安全に正しくお使いいただくために必ずお守りください
施工に際して以下の注意が守られない場合、施工に従事される方の傷害並びに住まわれる方の傷害または財産上の
損害が生じるおそれがあります。確実にお守りください。

このたびはウッドワンの商品をご採用いただき、誠にありがとうございます。
施工前にこの施工説明書をよくお読みいただき、安全に正しく施工されるようお願い致します。

製品を安全に正しくお使いいただき、
お客様や他の人々への危害・財産への損害を未然に防止するために、「安全上のご注意」をよくお読みください。
いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りいただき、内容をよく理解して正しくお使いください。

施工説明書 施工業者様用

ロフト用はしご（木製・アルミ製）

商品相談窓口

〒738－0023広島県廿日市市下平良1-12-1

0120-813-331

2302D
PHS(A)-L-施③PHS(A)-L-施③691691

警告!

注意!

●躯体の強度を確保してください。階段が取り付く位置には、十分な強度のある柱・
間柱・胴縁や梁・大引などの下地があることを確認してください。
●施工前に設置場所と周辺、及び天井裏に電気配線などの障害物がないことを確
認してください。
●床面にはしご下部（ゴムキャップ）がしっかり設置するように取り付けてください。
●施工作業は必ず2人以上で行ってください。1人で作業を行うと不安定な作業にな
り、落下などの原因となります。2人以上で施工作業を行う時は合図、確認を行い、
不意に開閉をしないでください。
●設置を行う天井の、全体的な強度を十分に確かめてから施工を行ってください。
（施主様とご相談の上、収納内容に合わせるようにしてください。）

●天井裏は建築基準法の規制があり、はしごを使用した場合は、
居室としては使えません。
●商品の解体・改造・仕様変更は絶対にしないでください。本体
破損の原因となり危険です。
●指定の固定方法で取り付けてください。
●指定の下穴をあけてご使用ください。
●取り付け後にガタツキ、緩み、ビスの締め忘れがないか確認して
ください。
●万が一ガタツキ、ヒビなどの不具合を発見した場合は、直ちに
使用をやめて取付業者または販売店にご連絡ください。

●屋外や、浴室などの湿度が高い場所にはご使用できません。
●開梱後は換気を行ってください。本製品は、ホルムアルデヒド・VOC（揮発性有機化合
物）対策品ですが、新築・リフォーム直後や夏場など高温の環境下ではホルムアルデ
ヒド・VOCが室内に滞留しやすいため、換気を行うようにしてください。

●ロフト用はしご（木製・アルミ製）の最大許容荷重は
100ｋｇです。　　
施工の際、パイプ受けを確実に取り付け、壁にたわみ、歪みなどが
生じないよう補強材を確実に施工してください。

木製はしご

壁へのパイプの取付け その他部品の取付け

お願い クッションゴムを貼る際にホコリや油分
が無いことを確認してください。

最後に総チェックを行ってください。
●ボルト、ビス等の締め忘れがないか確認してください。
●各部の破損がないか確認してください。
●ボルト、ビス等の増締めを行ってください。
●はしご本体が確実に床面に着いているか確認してください。
●はしご本体にすき間がないか確認してください。

施工手順（アルミ製はしご本体の組み立て）

寸法図 ●本体（8尺・9尺・10尺タイプ）姿 図 姿 図
アルミ製はしご

寸法図 ●本体（7尺・8尺・9尺タイプ）

施工手順（木製はしご本体の組み立て）

転倒防止ベルトを取り付けてください。9
●倒れ防止の為､はしご本体とパイプを転倒防止ベルトで連結してください。

クッションゴム・滑り止め脚カバーを取り付けてください。8
●はしご本体の底部に滑り止め脚カバーを取り付けます。
●はしご本体が収納時に壁（クロス）や巾木に当たる場合
は、付属のクッションゴムを貼り付けてください。

転倒防止ベルトは、しっかりとパイプ及びはしご本体に固定してください。固定さ
れていないと事故、ケガの原因となります。注意

木製はしご、アルミ製はしご共通 施工手順

滑り止め脚カバー

※図は木製
　はしごです。
　アルミ製も
　作業は
　同様です。

※図はアルミ製
　はしごです。
　木製も作業は
　同様です。

クッションゴム

1 はしご本体に手すりを取り付けてください。 2 はしご本体にフックを取り付けてください。 1 手すりブラケットに手すりスペーサーを
はめ込んでください。

2 手すりブラケットの穴に
手すりの両端を
差し込んでください。

3 はしご本体に手すりを取り付けてください。

※反対側の手すりも
　同様に取り付けてください。

●はしご本体側面の開口部
に手すりスペーサーを差
し込み､はしご本体の内
側から左右の手すりを､
手すり取付けビスでしっ
かりと固定してください。
●ビスキャップはビスが確
実にしまっていることを
必ず確認して取付けてく
ださい。

●はしご本体側面の下穴（上図参照）に合わせ、フックをビス止めしてくだ
さい。フックは左右1箇所ずつ必要です。

はしご本体にフックを取り付けてください。4
●はしご本体裏側の穴
に合わせ、フックをビ
ス止めしてください。
フックは左右2箇所
ずつ必要です。

フックはビスで確実に固定してください。使用中にフック
が外れると脱落し、破損、ケガをするおそれがあります。警告

フックはビスで確実に固定してください。使用中にフック
が外れると脱落し、破損、ケガをするおそれがあります。警告

●はしご本体側面の下穴（上図参照）に合わせ、手すりをビス止めしてく
ださい。手すりは左右1箇所ずつ必要です。

手すりはビスで確実に固定してください。使用中に手すり
が外れると脱落し、破損、ケガをするおそれがあります。警告

決められた高さ以外で使用すると、一部箇所に荷重が集
中して、破損し、ケガや事故の原因となります。注意

付属のビスでしっかりと確実に取付けて
ください。注意

付属のビスでしっかりと確実に取付けて
ください。注意

●下地桟がない場合、固定ビスの保持力が弱くなり、ケ
ガや事故の原因となります。警告

●手すりスペーサーに上下はありません。

お願い
手すりブラケットに手すりス
ペーサーを確実にはめ込ん
でください。

5 取り付け場所に強度のある構造体を
用意してください。

●壁取り付けパイプの取り付け位置に、下地桟があることを確認してください。
●壁取り付けパイプは昇降用と収納用があります。

①パイプ受けを付属のビスで壁に取り付ける。
パイプ受けのセンター位置と壁面のマーキングを合わせて
ビス止めをする。（ビス4本）

④もう一方のパイプ受けを、止まるまでパイプ
に差し込んでください。
内カバーはあらかじめパイプ受けにセットしておい
てください。

⑥外カバーを取り付ける。
内カバーの溝に外カバーのリブを差し込み､外カバーのツメ
がかかって、「パチン」と音がするまで押し込んでください。

⑤付属のビスで壁に取り付ける。
内カバーのセンター位置と壁面のマーキングを合わせて、
ビス止めをする。（ビス4本）

②パイプ受けのフチを内カバーの溝に差してはめ
込んでください。

③パイプが止まるまで、パイプを差し込んでくだ
さい。

6 壁取り付けパイプを決められた高さ位置に
取り付けてください。

7 パイプを壁に取り付けてください。

※ブラケットの向きにより
　手すりの左右が決まります。
　図の様に差し込むと右用になります。
　ブラケットの向きを反対にした左用手すりも
　あわせて作成してください。

内カバー

リブ

外カバー

溝

ツメ

パイプ受け
センター位置

センター
位置位置マーキング

位置マーキング

溝

内カバー

内カバーをセットしてからパイプ受けを差し込む

内カバー

●パイプセット●パイプセット

ロフト用はしご　ＰＨＳ（Ａ）－Ｌ施③制作費


